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備　　　　考区　　　　分 単　位 消費税抜き
金額（円）

消費税(8%)込
み金額（円）

5,100

5,700

5,700

5,500

5,900

5,000

5,500

5,500

6,100

5,000

490

630

30

35

14,400

15,400

25,600

27,500

1,450

920

430

1,250

1,000

5,508

6,156

6,156

5,940

6,372

5,400

5,940

5,940

6,588

5,400

529

680

32

37

15,552

16,632

27,648

29,700

1,566

993

464

1,350

1,080

　大仙市農業委員会では、平成３１年度の農作業標準賃金及び料金表について、次のとおり定めました。
　この表は、標準額ですので圃場状態や作業の難易度により当事者間で協議の上、決定する目
安としてご活用ください。（消費税込み金額は、８％消費税が加算されています。）

平成31年度 大仙市農作業標準賃金・料金表

トラクター

田 植 機

苗 代

コンバイン

耕 起

代 か き

田 植

側条施肥田植

直 播

育 苗

苗 運 搬

畦 畔 つ き

刈 取

一 貫 作 業

籾 運 搬

籾 乾 燥

籾 摺 り 調 整

オ ペ レ ー タ ー

地 上 防 除

一 般 作 業 1日 6,700円

整 理 田

未 整 理 田

畑

整 理 田

未 整 理 田

整 理 田

未 整 理 田

整 理 田

未 整 理 田

―

緑 化 苗

硬 化 苗

整 理 田

未 整 理 田

整 理 田

未 整 理 田

・細粒耕起作業の場合は別途協
　議願います。

・肥料、農薬は委託者負担とし
　ます。
・すみ植えは含みません。
・苗運搬は含みません。
・側条施肥田植機で農薬を同時
　散布する場合は500円上乗せ
　とします。

・田植（直播）のみ

・農薬代は含みません。

・すみ刈は含みません。

・農薬代は含みません。

・一貫作業は刈取から調整まで
　とします。
・色選料は含みません。

・作業時間は８時間とし、賄い
　はなしとします。

10a

10a

10a

10a

10a

1 箱

1箱

片面 1ｍ

10a

10a

10a

60kg

60kg

1 時間

10a（1回）

◎ 未整理田とは30a未満の圃場をいいます。
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　地域における賃借料の目安となる実勢の農地賃借料情報を次のとおり提供します。
　大仙市農業委員会管内における平成３０年１月から１２月までに農地法および農業経営基盤強化促進法に
より締結（公告）された賃貸借における賃金料水準は次のとおりです。
　圃場の面積、形状、収量、日照、水利等の条件を勘案し、貸し手、借り手の当事者間で協議
のうえ、賃借料を決定する目安としてご活用下さい。
※この情報は、１年間の平均を算出したものです。（ただし、特殊事例は除いています。）
※農地中間管理機構を通した案件も含まれております。

大仙市農業委員会農地賃借料情報

大仙市東部地区

大仙市西部地区

■田（水稲）の部

■田（水稲）の部（西部地区では圃場整備の区分は設けていません）

（１０ａ当たり：円）

（１０ａ当たり：円）

地　域　名 平均額
圃場整備内
圃場整備外
圃場整備内
圃場整備外
圃場整備内
圃場整備外
圃場整備内
圃場整備外
圃場整備内
圃場整備外

14,900
12,700
15,100
12,800
15,400
13,900
15,100
14,400
15,100
13,500

大曲地域

中仙地域

仙北地域

太田地域

（参考）大仙市
東部地区平均

最高額
23,000
25,000
27,000
27,000
21,000
21,000
21,000
21,000

最低額
4,600
3,000
6,800
3,700
5,000
5,000
7,000
5,000

データ数
459
1,000
712
994
646
263
466
1,524
2,283
3,781

地　域　名 平均額
全　域
刈和野
土　川
大沢郷
強　首
荒　川
峰吉川
船　岡
淀　川
南楢岡
外小友

（参考）大仙市西部地区平均

9,200
6,200
9,400
8,100
11,800
11,800
9,100
11,400
12,700
9,500
8,800
10,200

神岡地域

西仙北地域

協和地域

南外地域

最高額
18,000
12,000
14,000
13,800
20,100
14,000
16,000
15,000
20,000
20,000
13,000

最低額
4,400
5,000
5,000
3,000
3,000
8,500
4,900
9,000
6,000
3,000
5,000

データ数
816
218
259
1,982
4,169
296
170
331
70
230
52

8,593

※１　畑については、提供できる賃借料情報が少ないことから表記しません。
※２　（参考）の平均額は、データ数による加重平均の値です。
※３　データ数とは、集計に用いた筆数です。
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農地に関することは農地に関することは
農業委員・農地利用最適化推進委員にご相談ください農業委員・農地利用最適化推進委員にご相談ください

西仙北地域

大　友　金己知 強首、高城、木原田、金山沢、大巻、九
升田、寺館

佐々木　京　子 大沢郷宿の一部、杉山田、正手沢、円行
寺

伊　藤　裕　樹
推進委員

大沢郷宿の一部、大沢郷寺
小笠原　喜　悦 土川
伊　藤　重　成 字刈和野、刈和野、北野目
田　口　　　繁
佐々木　忠　永農業委員 西仙北地域
菅　原　廣太郎

氏名職名 担当農地区域

大曲地域

髙　川　吉　昭 大曲西根、蛭川
井　上　時　雄

推進委員
内小友の一部

佐々木　正　五 内小友の一部
佐　藤　洋　悦 花館町部、花館

伊　藤　德　則 大曲、飯田、川目、東川、和合、小貫高
畑

佐　藤　　　昇 角間川町
渡　部　義　秋 四ツ屋の一部、新谷地、松倉
藤　田　昭　男 四ツ屋の一部、高関上郷
河　越　昭　夫 藤木、下深井、六郷西根

高　橋　芳太郎 大曲町部、戸蒔
渡　邊　敏　雄
髙　橋　勝　範
三　浦　　　功
判　田　勝　補

農業委員 大曲地域

伊　藤　　　悟
伊　藤　隆　康

氏名職名 担当農地区域

神岡地域

鈴　木　靖　浩 北楢岡
齊　藤　　　亘推進委員 神宮寺の一部
渡　部　忠　行 神宮寺の一部
黒　川　雄　一
石　山　礼　蔵

農業委員 神岡地域

氏名職名 担当農地区域

南外地域

今　野　一　博 南外の一部、南外外小友
佐々木　茂　治推進委員 南外の一部、南外南楢岡
今　野　純　子 南外の一部
佐　藤　吉　男
伊　藤　又エ門

農業委員 南外地域

氏名職名 担当農地区域

橋　本　光　穂 協和境、協和上淀川、協和荒川、協和稲
沢

加　藤　末　道 協和中淀川、協和下淀川、協和小種

協和地域

菅　原　俊　一 協和船岡、協和船沢
加　藤　孝　悦推進委員 協和峰吉川

鈴　木　正　雄
茂　木　靖　雄

農業委員 協和地域

氏名職名 担当農地区域

髙　橋　　　剛 太田町横沢、太田町中里、太田町三本扇

谷　口　　　彰 太田町永代、太田町川口、太田町東今泉
小　松　一　也 太田町太田、太田町小神成、太田町斉内

太田地域

明　平　哲　雄
推進委員

太田町駒場、太田町国見

長　澤　信　徳
泉　　　芳　博

農業委員 太田地域

氏名職名 担当農地区域

本　間　隆　喜 上野田、払田、橋本の一部、高梨の一部
竹　内　政　男 戸地谷、橋本の一部、高梨の一部

仙北地域

茂　木　貴　光 板見内、堀見内
川　原　憲　一 横堀、福田

推進委員

齋　藤　久　人
小　松　伸　一

農業委員 仙北地域

氏名職名 担当農地区域

　大仙市農業委員会は、担当地区をもち、担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、

新規参入の促進といった現場活動を行う「農地利用最適化推進委員（推進委員）」と、担当地区の限定
はされていませんが、推進委員と密接に連携し、今まで同様、現場活動をしている「農業委員」がいます。
　農業委員・推進委員は農業者の代表として、地域農業者の世話役としてご相談をお受けします。

　農地の売買、贈与、貸し借り、転用等は農業委員会の許可が必要です。農地に関する相談は、各地

域の農業委員・推進委員にご相談ください。（個人の秘密はお守りいたします）

中仙地域

髙　橋　純　悦 栗沢、大神成
坂　本　公　紀 豊岡
鈴　木　清　敏 豊川
安　部　寛　治推進委員 清水
伊　藤　俊　雄 上鴬野、下鴬野
髙　橋　章　夫 長野、北長野
岩　田　長　市 長戸呂、鑓見内
細　谷　精　悦
田　村　誠　市
玉　井　慎太郎農業委員 中仙地域
信　田　浩　則
足　達　信　廣

氏名職名 担当農地区域
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地域の未来を描く！
あきた農地利用最適化推進１・２・３運動

地域の未来を描く！
あきた農地利用最適化推進１・２・３運動

アンケート調査にご協力ください。

ステップ１　農家へのアンケート調査の実施
ステップ２　市町村との協働による「人・農地プラン」の見直し
ステップ３　農地中間管理機構等を活用した農地の出し手・受け手とのマッチング、
　　　　　　担い手への農地の利用集積の推進

　改正農業委員会法により、農業委員および農地利用最適化推進委員には「人・農地プラン」

への積極的な関与や、農地利用集積等の農地利用の最適化に向けた活動が求められています。

　このため、秋田県、秋田県農地中間管理機構（公益社団法人秋田県農業公社）、一般社団法

人秋田県農業会議のサポートのもと、農業委員会が農地利用の最適化の活動が円滑に実施で

きるよう「地域の未来を描く！あきた農地利用最適化推進１・２・３運動」を展開していきます。
この運動は次のステップで展開します。

　アンケート結果は農業振興課に提供し、各地域での「人・農地プラン」の見直しの資料と

します。平成30年度は大曲地域、中仙地域、仙北地域、太田地域で実施しました。今年度は
神岡地域、西仙北地域、協和地域、南外地域で実施します。アンケートがお手元に届いた際
にはご協力をよろしくお願いします。

農業者年金受給者の皆様へ

現況届は忘れずに提出を！！
　現況届は、年金受給者が年金を受給するため必要な毎年の手続きです。

○現況届が届く時期は：現況届の用紙は農業者年金基金から５月末頃に直接受給者ご
　本人あてに送付されます。
○現況届の提出はいつまで：受給者本人が記入・署名し６月中に住所地の農業委員会
　へ提出してください。代理人が記入する場合は「代理人の欄」も記入してください。
○提出を忘れるとどうなりますか：１１月の支払いから提出されるまで間、年金支払
　いが差し止められますのでご注意ください。
○記入を間違った場合は：間違った箇所に二本線を引き、余白に書き直してください。
　訂正印は不要です。
○受給者が亡くなっている場合は：現況届の提出は不要ですが、死亡届等の手続きを
　お近くのＪＡで行ってください。
○住所変更した場合は：現況届は新しい住所地の農業委員会に提出してください。
　また住所変更の手続きをお近くのＪＡで行ってください。

※　経営移譲年金・特例付加年金を受給している方については「自己チェック」　
　を確認の上、必ず記入して提出してください。
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１ 農業に従事されている方は広く加入できます

しっかり積み立て、がっちりサポート
安心で豊かな老後を

農業者年金農業者年金
あなたの老後生活への備えは十分ですか？

年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です！
老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です！

家族一人ひとりの年金を！ 今、女性の新規加入者が増えています

４
まだまだあります。こんな特長▼

少子高齢時代に強い年金。年金資産は安全性を重視して運用しています

農業者年金の特徴

　60歳未満の国民年金第１号被保険者（国民年金保険料納付免除者を除く。）であって
年間60日以上農業に従事している方は誰でも加入できます。配偶者や後継者など家族
農業従事者の方やパートなどで農業に従事されている方も加入できます。

３ 税制面で大きな優遇措置があります

つまり生涯を通じて税制上の優遇措置があります

・支払った保険料は、家族の分も含めて全額が社会保険料控除の対象となり、
　所得税・住民税が節税になります（支払った保険料の15％～30％程度が節税）。
・農業者年金基金が保険料を運用して得られる収益は非課税です。
・将来受け取る農業者年金には、公的年金等控除が適用されます。

２ 保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます
　保険料を自由に決められ（月額２万～６万７千円の間で千円単位）、経営の状況や
老後設計に応じていつでも見直せます。

　自ら積み立てた保険料とその運用益（付利）により将来受け取る年金額が決まる「積立方式（確定拠出型）」の
年金です。少子高齢化が進んでも制度の安定性は損なわれません。

５終身年金です。80歳までにお亡くなりになった場合、死亡一時金があります
　農業者老齢年金は、原則65歳から生涯受け取ることができます。仮に80歳前に亡くなられた場合でも、80
歳までに受け取れるはずであった農業者老齢年金の額の現在価値に相当する額を、ご遺族に死亡一時金として
お支払いします。

６一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります
　認定農業者で青色申告をしている方やその方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など一定の要件
を満たす方には、保険料の国庫補助（月額最高1万円、通算すると最大で216万円）があります。
　この国庫補助額に見合う年金は、経営継承など一定の要件を満たせば特例付加年金として受給できます。また、
経営継承の時期についての年齢制限はなく、事情に応じて受給の時期を決められます。
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農
業
委
員
会
だ
よ
り【
第
十
六
号
】

■
発
行
／
大
仙
市
農
業
委
員
会

　
〒
０
１
９
ー
１
７
０
１

　
秋
田
県
大
仙
市
神
宮
寺
字
蓮
沼
１６
ー
３

■
編
集
／
大
仙
市
農
業
委
員
会
広
報
専
門
委
員
会

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
８
７（
72
）４
６
１
１

■
印
刷
／
㈱
松
本
印
刷

　「
平
成
」
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
あ
っ
と
い
う
間
の
30
年
だ
っ
た
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
大
規

模
な
地
震
や
、
豪
雨
に
よ
る
自
然
災
害

が
数
多
く
発
生
し
た
こ
と
が
思
い
起
こ

さ
れ
ま
す
。
改
め
て
自
然
の
脅
威
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識

を
持
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
５
月
か
ら
新
た

な
元
号
に
な
り
ま
す
が
、
平
穏
無
事
に

過
ご
せ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
今
年
は
比
較
的
雪
も
少
な
く
、
す
で

に
春
作
業
を
始
め
て
い
る
方
も
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に
は
健
康
に
留

意
し
、
安
全
に
作
業
を
行
わ
れ
る
こ
と

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
は
、今
回
で
「
第

16
号
」
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
各
地

域
の
委
員
か
ら
情
報
を
得
な
が
ら
、
広

報
委
員
が
よ
り
身
近
で
分
か
り
や
す
い

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

次
号
を
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

広
報
委
員
　
髙
　
橋
　
勝
　
範

（
大
曲
地
域
）

　
表
紙
は
、
太
田
町
三
本
扇
地
区
の
髙

橋
剛
さ
ん
が
栽
培
し
て
い
る
雪
下
キ
ャ

ベ
ツ
で
す
。
２
月
上
旬
に
収
穫
の
様
子

を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
収
穫
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
除
雪
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ス
コ
ッ
プ

で
キ
ャ
ベ
ツ
の
周
り
に
あ
る
雪
を
丁
寧

に
よ
せ
て
い
き
、
雪
の
下
か
ら
出
て
き

た
キ
ャ
ベ
ツ
を
パ
ー
ト
の
２
人
が
次
々

と
刈
り
取
っ
て
い
き
ま
す
。

　
刈
り
取
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
は
ハ
ウ
ス
に

運
び
、
余
分
な
葉
を
取
り
、
芯
の
部
分

作
付
け
に
推
奨
し
て
い
る
、
寒
さ
に
強

く
食
味
の
良
い
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　
雪
下
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培
は
収
穫
時
の

除
雪
な
ど
、
と
て
も
重
労
働
で
す
。
髙

橋
剛
さ
ん
は
「
今
年
は
雪
が
少
な
く
て

楽
だ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
60
ａ

の
畑
に
植
え
た
２
万
４
千
個
の
キ
ャ
ベ

ツ
の
収
穫
は
２
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
続
き

ま
す
。
そ
し
て
今
頃
は
、
い
つ
も
の
春

作
業
を
始
め
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

新
し
い
年
度
の
始
ま
り
で
す
。
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

広
報
委
員
　
泉
　
芳
博

（
太
田
地
域
）

を
成
型
し
、
箱
詰
め
し
ま
す
。

　
な
ぜ
雪
の
下
で
育
て
る
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
れ
は
雪
の
中
で
栽
培
す
る
と
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
甘
味
と
旨
み
が
引
き
出
さ

れ
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
は

寒
さ
か
ら
守
ろ
う
と
、
タ
ン
パ
ク
質
を

ア
ミ
ノ
酸
に
変
化
さ
せ
、
そ
の
際
に
え

ぐ
み
が
抜
け
、
ま
た
自
身
が
凍
ら
な
い

よ
う
糖
度
を
増
や
す
そ
う
で
す
。
凍
る

寸
前
の
温
度
で
は
、
外
葉
の
栄
養
分
が

内
へ
内
へ
と
運
ば
れ
、
芯
に
近
い
と
こ

ろ
ほ
ど
甘
く
な
る
そ
う
で
す
。
外
側
は

し
お
れ
て
い
ま
す
が
、
数
枚
む
け
ば
中

か
ら
ピ
カ
ピ
カ
な
キ
ャ
ベ
ツ
が
出
て
き

ま
す
。
こ
の
キ
ャ
ベ
ツ
は
商
品
名
「
あ

ま
雪
」、Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
が
冬
期
間
の


